
第８期たつの市高齢者福祉計画及び介護保険事業計画第３回策定委員会 議事録 

 

開催日時：令和２年 10月６日（火）14時 00 分から 15時 00 分 

開催場所：たつの市役所 新館４階 災害対策本部会議室兼大会議室 

 

会議次第 

１ 開会あいさつ 

２ 協議事項 

 （１）「第８期たつの市高齢者福祉計画及び介護保険事業計画（素案）」について 

   ①第１章「計画の概要」から第４章「計画策定の考え方」まで 

   ②第５章「施策の現状と展開」 

   ③第６章「介護保険事業計画」から第８章「資料編」まで 

３ その他 

 （１）パブリックコメントの実施について 

 （２）今後のスケジュールについて 

４ 閉会あいさつ 

  



議事要旨 

協議事項 

〇委員長 

只今から会議の進行をさせていただきます。 

協議事項（１）第８期たつの市高齢者福祉計画及び介護保険事業計画（素案）の①第１章「計画の

概要」から第４章「計画策定の考え方」について事務局より説明をお願いします。 

〇事務局 

【計画素案、第１章「計画の概要」から第４章「計画策定の考え方」までについて】説明 

〇委員長 

ただいまの説明について質問がありますか。 

〇委員 

52 ページの地域ケア会議についてですが、たつの東圏域は地域性が強いところだと思います。 

また、たつの東圏域内でもさらに地域性の強い地区もあります。もう少し詳しく記載する必要があ

るのではないでしょうか。 

〇事務局 

新宮圏域でも、山間地から中心地まであり、圏域内にも地域に差はあります。それぞれの地域事情

があるのは承知しておりますが、圏域ごとに課題を解決して施策を展開していくことになっています

ので、ご了承いただければと思います。 

在宅介護支援センターに地域ケア会議を実施していただいております。52ページには抜粋で記載さ

せていただいていますが、全てを網羅するような記載には紙面の都合上なっていません。ただ、圏域

の中で、地域毎に特性があることは把握しております。それに即して取組も検討しているところです。 

〇委員 

コミュニケーションが取りにくい部分があるので、そういった部分についても触れて頂きたいと思

います。 

〇事務局 

地域のつながりという点については、核家族化の進行や空き家の増加などにより、高齢者が孤立す

るケースが見られます。 

また、令和元年に老人会が解散となったこともあり、人が集まる機会は減っているのも事実です。 

〇委員長 

もう少し、記載を充実するように努めていただければと思います。 

〇委員長 

他に質問はございませんか。無いようでしたら、計画素案、第５章「施策の現状と展開」について

事務局より説明をお願いします。 

〇事務局 

【計画素案、第５章「施策の現状と展開」について説明】 

〇委員長 

ただいまの説明について質問がありますか。 



〇委員 

生活支援コーディネーターは非常に重要な役割を担っていると思います。どのような資格が必要な

のか、どのくらいたつの市におられるのか、資格は市県どちらが認めるのかなど、詳しく教えてくだ

さい。 

〇事務局 

生活支援コーディネーターは、地域支え合い推進員とも呼ばれています。生活支援コーディネータ

ーは、高齢者の生活支援などのサービスの体制整備を推進していくことを目的とし、地域で生活支援

サービスのコーディネートする機能や、移動手段がなく買い物できる場所も限られるなどといった、

地域の中の不足する資源の情報を収集し、課題解決に向け取組んでいます。 

 市役所内にも社会福祉士、社会福祉主事といった資格を持つ者が生活支援コーディネーターを担っ

ています。５つの圏域には、社会福祉協議会から生活支援コーディネーターを配置していいただいて

います。たつの市には５つの中学校区ごとに協議体がありますが、その中で何かしたい市民と何かし

て欲しい市民をつなぎ合わせることを協議したりもしています。 

〇委員長 

資格についても古橋委員から質問がありましたがいかがでしょうか。 

〇事務局 

何かの資格を有するものでもなく、県の認定資格といったものでもなかったと思います。各圏域に

２名づつ延べ 10 名の生活支援コーディネーターを配置しています。 

〇委員 

これから更に高齢化が進んでいく社会の中で、高齢者の方の生活圏を守る必要があります。そうい

った中、このようなコーディネーターの役割は今後非常に重要になります。 

〇委員長 

今後は、延べではなく、１つの圏域に２名の配置を目指していただければと思います。生活支援コ

ーディネーターには社会福祉士などの資格を所持している必要は無いのでしょうか。また、国や県が

正式な資格とすることはありますか。 

〇事務局 

その様な要件とはなっていませんが、社会福祉協議会に業務を委託していることから、現実的には

社会福祉士が生活支援コーディネーターを担っているという状況です。今現在では、生活支援コーデ

ィネーターを正式な資格とするような話は出ておりません。 

〇井上末委員 

老人クラブの方々が一番地域に対して活動してくれる方々だと思います。そういった中、老人クラ

ブと社会福祉協議会の安否確認などの活動で重複していることがあり、改善していく必要があると思

います。あと、たつの市では成年後見制度を利用している人はどのくらいいるのでしょうか。 

〇事務局 

老人クラブと社会福祉協議会で役割が重複している件ですが、それぞれの団体が独自で行っている

ことになりますが、本日頂いたご意見は連携をとり、お伝えしておきます。 

成年後見制度の利用数については、今手元に資料がないためお答えできませんが、98ページに記載



している人数は市民後見人の受任者数について記載しています。 

平成 30 年度、令和元年度ともに０人となっていますが、たつの市でも令和２年度に市民後見人が

１人できました。今後後見人のニーズはより高くなってくると思われますので普及啓発に取り組んで

いきたいと思っています。 

〇委員長 

市民後見人が１人出たことは大変喜ばしいことだと思います。ただ、市民後見人の気苦労は大変大

きいと思われます。市役所がバックアップすることも重要と思います。よろしくお願いします。 

〇委員長 

他に質問はございませんか。無いようでしたら次の協議事項に入りたいと思います。協議事項１③

第６章介護保険事業費の見込みから、第８章資料編について事務局より一括して説明をお願いします。 

〇事務局 

【計画素案、第６章「介護保険事業計画」から第８章「資料編」まで】 

〇委員長 

今の説明について質問がありますか。 

全体を通じて何かご質問があるかたはおられませんか。 

無いようですので、この第８期事業計画素案につきましては、現時点において決定ということでよ

ろしいでしょうか。 

〇委員一同 

はい。 

〇委員長 

皆さんからの指摘については、素案に反映したいと思います。 

皆さんからの同意を得ることが出来ました。ありがとうございました。 

次第２の協議事項につきましては、終了いたします。それでは進行を事務局にお返しします。 

〇事務局 

委員長ありがとうございました。それでは、次第の３番目「その他」に移ります。 

〇事務局 

【パブリックコメント及び今後のスケジュールについて説明】 

〇事務局 

パブリックコメントの実施とスケジュールについて、ご質問等はございませんか。 

ないようですので、以上を持ちましてすべての議事を終了いたしました。議事進行につきまして、ご

協力いただき、ありがとうございました。 

 

これをもちまして第３回策定委員会を終了させていただきます。 


